
 

書いてみよう！ 

みなさんとさいごにあったのは、しぎょうしき・にゅうがくしきがあった４月６日ですね。そ

れからもう１か月がたとうとしています。 

きせつは春（はる）から初夏（しょか）へとかわってきました。しぜんのうつりかわりのよう

すはほんとうにいつもとかわりませんが、みなさんのくらしはいつもとはまったくちがったも

のになってしまっています。 

でも、こういうくらしはかならずおわりがきます。そして、またみなさんがげんきにがっこう

にきてべんきょうしたりうんどうしたりできる日がかならずきます。そのときまで、一日一日

を、だいじにすごしてくださいね。 

さて、そんなときにぜひ、してほしいこと。（もちろん、かくがくねんのせんせいがたからも

かだいがでていますので、それをさきにしてからね。） 

なにかをぜひ「かいて」みてください。にっきでも、かんそうぶんでも、短歌（たんか）や俳

句（はいく）も、ものがたりをつくっても、なんでもいいです。おもっていることをもじにすると、

こころがおちついたり、かんがえがまとまったりします。そして、あとから「あのときはこんな

ことがあったのか」「こんなことをかんがえていたんだ」と、おもいだすこともできます。 

そして、せっかくですから、つかうことばをくふうしてみましょう。今までつかったことのな

いことばをつかったり、少しむずかしいことばをつかったり・・・ちょっとおとなになったきぶ

んになれるかもしれませんよ。 

それぞれのがくねんで、つかってみてほしいことばをあげておきます。もちろん、じぶん

のがくねんよりうえのがくねんのことばにちょうせんしてもいいですよ。いみが分わからな

  

https://www.irasutoya.com/2017/02/blog-post_833.html
https://www.irasutoya.com/2017/02/blog-post_714.html


いものは、じしょでしらべたり、おうちのひとにきいたりしてください。できたものは、ぜひ、こ

うちょうせんせいにもみせてくださいね。たのしみにしています。                                        

★２年生のみなさんへつかってみてほしいことば 

【よいとおもったときのことば】【よくないとおもったときのことば】 

・うれしかったです。・たのしみです。・あきてしまいました。 

・うきうきしました。・はじめてしりました。・いらいらしました。 

・おおよろこびしました。・ほっとしました。・がっかりしました。 

・おすすめします。・まんぞくしました。・かなしくなりました。 

・きもちよかったです。・よろこびました。・さびしくなりました。 

・心があたたかくなりました。・わくわくしました。・ざんねんでした。 

・げんきがでました。 

 

★中学年のみなさんへ使ってみてほしい言葉 

【気持ちを表す言葉】【それ以外の言葉】 

・意外でした。・どっきりしました。・意外に～ 

・思わず～してしまいました。・ときめきました。・いつの間にか～ 

・ぎくりとしました。・なつかしいきもちになりました。・○○の記念に～ 

・心が動きました。・なみだが出そうになりました。・人気のある～ 

・心強かったです。・ひきこまれました。・夢の（が）ある～ 

・じーんとしました。・まちどおしいです。・とんでもない～ 

・しんみりしました。・見事でした。・何となく～ 

・ぞくぞくしました。・胸をうたれました。・くらべものにならない 

 

★高学年のみなさんへ使ってみてほしい言葉 

【様子、動作を表す言葉】 

・味わい深い・すがすがしい・ほのぼの 

・意義がある・計りしれない・（心に）ひびく 

・印象に残る・ほのぼのする・申し分ない 

・思いがけない・（心に）しみる・ゆったり 

・～（する、の）価値がある・尊重する・理想的 

・しみじみ・納得する・忘れがたい 

・実感する・忘れがたい 

・痛感する 

・なごむ 

 

 

                              ５月７日   校長 西久保 律子 

 

https://www.irasutoya.com/2014/06/blog-post_6173.html

